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刊行によせて  

「港の魅力の再生に向けて」 
 

 港という一種独特な場は、古来から人々にまだ見知らぬ

異国への想いをかきたてる特別な存在だった。そこは普通

の街ではなく、ましてやありふれた盛り場でもなかった。

そこは非日常への脱出口であり、自己変身への願望をかな

えてくれる可能性の空間だった。また、そこは、うらぶれ

た身をやさしく包んでくれる隠れ場でもあった。 

 しかし、いつの頃からか、我が国の港は広大な埋立地、

臨海工業用地、コンテナの集積場と化し、その、他には替

え難い魅力を失ってしまった。もう港に希望はないのかと

皆が思い始めた頃、海の向こう（米国）から人々の賑わい

をテーマとするウォーターフロントブームがやってきた。

だが、「これは違う」と私は考える。我が国の港には中近世

以来の港まち、湊の伝統があり、何よりも豊かな地形があ

る。更には、西欧の陸の都市にはない水の都市の遺伝子が

ある。日本ならではの港の空間と景観を創り出さねばなら

ない。 

 港は、１個の橋、１本の道路の如き単純なものではない。

それは海であると同時に陸であり、港湾であると同時に街

でもある。その計画、設計は容易ではない。しかし、容易

ではない故に、プランナー、エンジニア、デザイナーの心

をそそる対象である。 

 本ガイドラインを携えて港の現場に立ち、自らの智恵を

絞って港の魅力の再生に心をくだいていただきたい。その

試みは、港の行政に携わる担当者の熱意から始まるのであ

る。 
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